
●一般名処方・後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用推進及び長期収載品の選定療養

について 

当院では、国の医療費の有効活用、患者さまのお薬代のご負担軽減や、およびお薬の安定

的な供給を目指し、後発医薬品（ジェネリック医薬品）の採用・使用推進に積極的に取り

組んでいます。 

1. 「一般名（成分名）処方」への取り組み 

当院では、お薬を処方する際、特定の製薬会社の商品名ではなく、お薬の成分名で処方す

る「一般名処方」を行っています。 

 一般名処方のメリット： 処方箋に「成分名」を記載することで、調剤薬局で特定の

メーカーのお薬が不足している場合でも、成分が同じ他のお薬（後発医薬品など）

にスムーズに切り替えることができ、患者さまにお薬を確実にお渡ししやすくなり

ます。 

2. 後発医薬品のご利用について 

後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同一の有効成分で作られており、安

全性や効果が国によって同等と認められているお薬です。一般的に先発医薬品よりもお薬

代を安く抑えることができます。 

3. 長期収載品の選定療養について（先発医薬品をご希望される場合のご負担） 

国の方針に基づき、後発医薬品がある先発医薬品（長期収載品）の処方について、患者さ

ま自らが先発医薬品の処方を希望された場合、「先発医薬品と後発医薬品の価格差の一部」

について、選定療養費（保険外の自己負担）としてご負担いただきます。（※選定療養費に

は別途消費税が加算されます。） 

【ご注意事項】 

 対象外となる場合： 医師が医療上の必要性があると判断した場合や、後発医薬品の

提供が困難な場合等は対象外です。 

 公費負担医療をご利用の方： 各種公費負担医療制度（福祉医療、難病医療など）を

ご利用されている場合でも、患者さまご自身の希望で先発医薬品を選択された場合

は、この差額分（選定療養費）については自己負担が発生いたします。 

 

お薬の供給不足への対応について 

現在、一部の医薬品において全国的な供給不足（品薄状態）が続いております。当院では、

地域の調剤薬局と緊密に連携を取りながら、お薬の変更や代替薬への切り替えが必要にな

った場合でも、患者さまへ事前に丁寧な説明を行い、治療に差し支えがないよう適切に対

応できる体制を整えています。処方内容を変更する際には、患者さまへ十分な説明を行い

ます。 


